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空
き
地
の
適
正

 

管
理
を
！

　

空
き
地
の
雑
草
は
、
放

置
し
て
お
く
と
、
害
虫
の

発
生
や
ご
み
の
投
げ
捨

て
・
通
行
の
支
障
・
野
火
の

発
生
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま

す
。

　

住
み
良
い
環
境
づ
く
り
の

た
め
、
空
き
地
の
所
有
者
や

管
理
者
は
早
め
に
草
刈
り
を

す
る
な
ど
、
適
正
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

草
刈
機
の
貸
出

　

草
刈
機
を
無
料
で
貸
出
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
台
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

貸
出
・
問
合
せ
先　

環
境
衛

生
課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・

７
１
８
６
、
ID:

１
８
４
３

７

　　

空
き
家
な
ど
の
対
策
に

　

関
す
る
条
例
を
改
正

　

危
険
な
空
き
家
な
ど
の
対
策

を
推
進
す
る
た
め
、
９
月
よ
り

条
例
名
称
を
変
更
す
る
と
と
も

に
、
市
に
よ
る
危
険
回
避
の
た

め
の
応
急
措
置
や
過
料
の
規
定

を
新
た
に
追
加
し
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
空

き
家
な
ど
の
適
正
な
維
持
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
２
１

４
　

省
エ
ネ
ナ
ビ
を
貸
出

　

省
エ
ネ
の
効
果
を
知
り
た
い

と
い
う
か
た
に
は
、
家
庭
の
分

電
盤
に
測
定
器
を
取
付
け
る
だ

今夏も可能な範囲の節電・省エネにご協力をお願いします

け
で
、
電

気

使

用

量

・

料

金
・
Ｃ
Ｏ

２
が
リ
ア

ル
タ
イ
ム

で
表
示
さ

れ
る
「
省

エ

ネ

ナ

ビ
」
を
無
料
で
貸
出
し
ま
す
。

貸
出
期
間　

３
カ
月

対
象　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
未
設
置
で
、
自
分
で
省
エ
ネ

ナ
ビ
を
取
付
け
で
き
る
世
帯

貸
出
台
数　

６
台(

先
着
順
・

１
世
帯
１
台)

申
込　

随
時
。
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
で

申
込
・
問
合
せ
先　

環
境
衛
生

課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
１

８
６
、
FAX
０
７
２
・
４
３
３
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７
５
１
１
、
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

削
減
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
非
常
に

便
利
な
素
材
で
す
。
成
形
し
や

す
く
、
軽
く
て
丈
夫
で
密
閉
性

も
高
い
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
私
た
ち
の
生
活
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
廃
棄
物
や

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
、
地

球
温
暖
化
な
ど
の
課
題
も
あ

り
、
私
た
ち
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
過
剰
な
使
用
を
抑
制
し
、
賢

く
利
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

市
で
は
大
阪
府
と
大
阪
市
が

共
同
で
宣
言
し
た
、
使
い
捨
て

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
の
さ
ら
な

る
推
進
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資

源
循
環
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

　ペットボトルと容器包装プラスチック
ごみは同じ日に回収していますが、別々
の袋に入れて排出をお願いしています。
　ペットボトルの本体はペットボトル、
ラベルとキャップはプラスチックです。
　回収されたペットボトルとプラスチッ
クは、中間処理施設で袋単位で分けられ、
別々の工程でリサイクルしています。
　そのため、ペットボトルにラベルや

キャップがついたままだと、正しくリサイクルできません。
　ペットボトルを捨てる時は、軽く水洗いし、必ずラベルとキャッ
プをとって、ボトルはペットボトル、ラベルとキャップはプラス
チックで別々の袋に分けて排出してください。

問合せ先　廃棄物対策課☎072－433－7009

ペットボトルはキャップとラベルをとって
プラスチックごみとは別の袋で排出してください

「
お
お
さ
か
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
ゼ
ロ
宣
言
」
の
趣
旨
に
賛
同

し
、
「
か
い
づ
か
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
マ
イ
バ
ッ
ク
・

マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
ち
歩
く
、
ま

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ス
プ
ー

ン
・
フ
ォ
ー
ク
な
ど
を
必
要
と

し
な
い
場
合
は
断
る
な
ど
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
賢
く
使
う
工
夫
を
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

４
月
よ
り
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

に
係
る
資
源
循
環
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
」
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使

用
製
品
廃
棄
物
の
排
出
を
抑
制

す
る
飲
食
店
な
ど
の
取
り
組
み

支
援
と
し
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
ス
プ
ー
ン
・
フ
ォ
ー
ク
の

代
替
と
し
て
、
木
製
ス
プ
ー

ン
・
フ
ォ
ー
ク
の
サ
ン
プ
ル
を

飲
食
店
へ
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
に
つ
い
て
は
、
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

環
境
衛
生
課
☎
０

７
２
・
４
３
３
・
７
１
８
６

リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
は

ご
み
箱
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

　

空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

ポ
イ
捨
て
防
止
の
た
め
に
自
動

販
売
機
の
付
近
に
置
か
れ
て
い

る
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
は
、

空
き
缶
や
空
き
び
ん
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
回
収
し
、
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
た
め
に
設
置
し
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
ご
み
箱
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

異
物
で
あ
る
ご
み
を
投
入
す

る
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
妨
げ
に

な
り
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ

ク
ス
に
は
空
き
缶
、
空
き
び

ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
以
外
を
投

入
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

問
合
せ
先　

廃
棄
物
対
策
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
０
０

９

出典：(公社)日本容器包装リサイクル協会

ペットボトルマーク

 

熱
中
症
に

 

気
を
つ
け
よ
う

　

７
月
に

入
り
気
温

の
高
い
日

が
続
き
ま

す
。
ま
た
マ
ス
ク
の
着
用
に

よ
り
、
の
ど
の
渇
き
が
感
じ

づ
ら
い
こ
と
で
脱
水
状
態
と

な
り
、
屋
外
だ
け
で
は
な
く

屋
内
で
も
熱
中
症
の
リ
ス
ク

が
高
ま
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。

　

熱
中
症
は
、
ふ
ら
つ
き
・

め
ま
い
・
足
の
ケ
イ
レ
ン
を

起
こ
す
な
ど
の
軽
症
な
も
の

か
ら
、
ひ
ど
く
な
る
と
汗
も

出
な
く
な
り
、
体
温
調
節
が

出
来
ず
高
体
温
と
な
り
意
識

を
失
い
、
最
悪
の
場
合
、
死

に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め

に
は
、
室
内
で
も
外
出
時
で

も
、
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
な

く
て
も
こ
ま
め
に
塩
分
を
含

む
水
分
補
給
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

体
調
変
化
が
あ
れ
ば
エ
ア

コ
ン
の
効
い
た
部
屋
や
日
陰

な
ど
へ
移
動
し
安
静
に
し
て
、

濡
れ
た
タ
オ
ル
や
氷
の
う
な

ど
で
首
、
わ
き
、
股
の
付
け

根
な
ど
を
冷
却
し
て
体
温
を

下
げ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

IH
コ
ン
ロ
か
ら
の

　

火
災
に
ご
注
意
！

　　

調
理
コ
ン
ロ
は
、
日
ご
ろ

の
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
が
、
全
国
で
出
火
原

因
の
上
位
を
占
め
て
お
り
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
使
用
者
の

不
注
意
に
よ
り
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

火
を
使
わ
な
い
IH
コ
ン
ロ

は
ガ
ス
コ
ン
ロ
と
違
い
安
全

性
が
高
い
と
過
信
し
て
い
ま

せ
ん
か
？

　

揚
げ
物
を
す
る
際
、
少
量

の
油
で
調
理
す
る
と
、
安
全
装

置(

温
度
セ
ン
サ
ー)

が
正
常
に

機
能
し
な
い
な
ど
、
誤
っ
た
使

用
方
法
で
火
災
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

使
用
す
る
際
に
は
、
取
扱
説

明
書
を
よ
く
読
ん
で
正
し
く
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　

設
置
と
更
新
を

　

消
防
法
に
よ
り
、
す
べ
て
の

住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

住
宅
火
災
で
亡
く
な
る
原
因

の
多
く
は
「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

設
置
す
る
こ
と
で
火
災
の
発

生
を
す
ば
や
く
察
知
し
、
大
き

な
火
災
に
な
ら
ず
に
命
が
助

か
っ
た
事
例
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
住

宅
は
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を

守
る
た
め
、
一
日
も
早
く
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

は
、
古
く
な
る
と
電
子
部
品
の

寿
命
や
電
池
切
れ
な
ど
で
、
火

災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が

あ
る
た
め
大
変
危
険
で
す
。
10

年
を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
先　

消
防
本
部

　
☎
０
７
２
・
４
２
２
・
０

　

１
１
９

STOP！熱中症クールワーク
キャンペーン展開中

　大阪労働局と各労働基準監督署は、職場におけ
る熱中症死亡ゼロを目指して、９月30日までの
間、キャンペーンを展開しています。
◆熱中症を予防するためのポイント
・暑さの指数(WBGT値)を測定し、指数に応じた対策
をとりましょう。
・冷房を備えた休憩場所、日陰などの涼しい場所
を設けましょう。
・暑さに慣れるまでの間は十分に休憩を取り、１
週間程度をかけて身体を慣らしましょう。
・作業時間の短縮や、こまめな休憩をとりましょう。
・のどが渇いていなくても定期的に水分、塩分を
とりましょう。
・少しでも異常を感じたら気軽に申し出ることが
できるようにしましょう。
・異常の申し出があったらすぐに病院へ運ぶか、
救急車を呼ぶようにしてください。
問合せ先　岸和田労働基準監督署　安全衛生課
　　　　　☎072－498－1013

広　告


